
１．実施体制

２．事業内容

開催回数 ２回 開催期間

参加者数 １２名 小学４年生 ７名

小学５年生 ４名

小学６年生 １名

令和７年度　子ども大学ふじみ野

子ども大学ふじみ野実行委員会

子ども大学ふじみ野

学長

副学長

実行委員

（関係団体）

文京学院大学

一般社団法人東入間青年会議所

ふじみ野市

問合せ先 ふじみ野市市民活動推進部協働推進課　049-262-8123(直通)

内訳

令和７年１２月１３日～令和７年１２月１４日

高畑　博（ふじみ野市長）

小栗　俊之（文京学院大学人間学部学部長）

菖蒲澤　侑（文京学院大学人間学部助教）実行委員長



３．実施内容

１２月１３日（土）

１２：３０～１６：００

学生の講義を聞いている様子

１２月１４日（日）

９：００～１１：３０

型枠で形成した小物入れを取り出している様子

写真

写真
は

て

な

学

会場 文京学院大学

講師 ㈱白戸工務店取締役副社長　白戸　翔

２日目 開催日時

講義名
「建設のはじまりを体験する

(ふじみ野市誕生２０周年特別講座)」

１日目 開催日時

生

き

方

学

講師
①文京学院大学在学生

②㈱白戸工務店取締役副社長　白戸　翔

会場

講義名

文京学院大学

①「ふじみ野で生きた２０年を語る」

②「コンクリートでつくる！わたしの宝物」



４．参加者の声

参

加

し

た

子

供

の

声

（

感

想

）

保

護

者

の

声

（

感

想

）

・作品作り、建設の大変さ、作品をやすりで仕上げたことが心に残った。

・作品作りを通じて建物を作る手順や建設の大変さを知ることができた。

・のびのびしていて充実していたことが表情から伝わった。

・とても楽しそうで、生き生きとしていたので、参加できて良かったと思います。

・講義がとても楽しいと言っていた。他では得ることのできない経験ができてとても良かった。


